
令和５年 度 に 終 了 し た 研 究 開 発 

【外部資金等による研究開発】 

 

２）－２ 木材需要拡大に資する大型建築物普及のための技術開発 

事業①－１ 汎用型高層集成材構造の設計技術の開発【持続可能】 

研究開発期間（令和元～5 年度） 
［担当者］槌本敬大、山﨑義弘、脇山善夫、松沢晃一、平光厚雄

本研究開発課題は、は「官民研究開発投資拡大プログラム（PRISM）バイオ領域」のうち、木材需要拡大に資する大型建

築物普及のための技術開発として、中高層木造建築物の汎用型設計技術を開発することを目的として、①-1 汎用型高層集成

材構造の設計技術の開発、①-2 土地の有効利用に資する木造建築物の高層化技術の開発、②-１木の構造材を表面に見せる

大型建築物の普及のための技術開発、②-２木質混構造建築物の早期建設のための技術開発、および③ 木造建築物の音環境

からみた快適性向上技術の開発を実施している。このうち、当研究所は①-1、①-2、および③を担当している。 
本年度は、PRISM 制度が令和４年度で終了したため、予算配分もなく、研究は実施していない。 

２）－３ 木材需要拡大に資する大型建築物普及のための技術開発 

事業③ 木造建築物の音環境からみた快適性向上技術の開発【持続可能】 

研究開発期間（平成元～5 年度） 
［担当者］平光厚雄

本研究開発課題は木材需要拡大に資する大型建築物普及のための技術開発のうち、中高層木造建築物の汎用型設計技術を

開発することを目的としている。事業③「木造建築物の音環境からみた快適性向上技術の開発」では、(1)木造床断面に係る

設計指針等の整備、(2)CLT床断面仕様の基準化等の検討を行った。その結果、(1)CLTパネル工法の床衝撃音については壁か

らの放射音の影響が大きいことを示し、性能予測には迂回路伝搬音を考慮する必要があることを示し、(2)木の構造材を天井

面に見せる仕様の場合は天井による遮音効果が期待できないため、CLT 床の質量や剛性を増す必要があること、床仕上げ構

造として乾式二重床構造を採用する必要があることなどを明らかにした。 

本年度は、測定で得られたデータの詳細な解析を実施するとともに、住宅性能表示制度の表示・評価方法の合理化を目的

とした、評価方法基準の告示に適用しうる CLT床断面仕様例の検討を行った。

３）研究開発と Society5.0との橋渡しプログラム（BRIDGE）

３）－１ インフラ分野の DXの推進【持続可能】 

研究開発期間（令和 5 年度） 
［担当者］武藤正樹

本研究開発課題は、平成 30 年度から令和 4 年度において実施した「官民研究開発投資拡大プログラム（PRISM） 国―1 
i-Construction の推進」で開発した技術の発展を目的として、「インフラ分野の DX の推進」をテーマに研究開発を行うもので

ある。このうち、建築分野については、「BIM データを活用した建築プロジェクト管理の省 力化・高度化」をテーマとし、

建築生産の各段階を超えた情報伝達や活用を行うためのモデリングや情報伝達ルールの確定、建築プロジェクトで参照する

外部の情報とのリンク、建築関連行政手続きの DX 等の課題について検討を行った。 
本年度は、建築分野における BIM データ活用をより効果的に行うためのツールとして、特定のソフトウエアに依拠しない、

IFC ベースの共通データ環境（CDE）の構築と BIM 建築確認におけるビューア利用の実証検討、マンション等を事例とした

簡易建物モデル作成に必要となる標準案の検討、BIM データ審査に対応するモデルビューの審査に係る技術的・制度的検討

による課題整理、および、BIM 図面審査で使用する設計用テンプレートと対応する BIM オブジェクトライブラリの実装に

ついて検討を実施した。
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